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２０１３年１月１１日 

１ 

主なポイント 

従来の当社商品に比べて、受取率の大幅な向上を実現！      【明治安田の学資のほけん】 

入院や手術の保障、骨折等のケガの保障に対応した医療保険を同時発売！   【医療のほけん】 ３ 

 「明治安田の学資のほけん」と「医療のほけん」の発売について 

  ○ 従来の当社商品に比べて受取率（注）を大幅に高めています（下例参照）。      

  

 
 
 
  
       
      

  

  ○ 将来の教育費負担への不安を和らげるため、保険料のお払込みをお子さまの教育費負担が比較的軽い期間に 

    完了し（10歳または15歳満了）、大学進学にあわせて教育資金を4回に分けて定額でお受け取りいただけます。 

   

 

  ○ ご契約者が「死亡または当社所定の身体障がい状態となった場合」だけでなく、「はじめて悪性新生物（がん）と 

    診断確定された場合」にも、その後の保険料のお払込みが免除となるタイプ（Ⅱ型）をご用意しました。  

   ○ 死亡・身体障がい状態の場合にお払込みが免除となるⅠ型と、上記のⅡ型からお選びいただけます。 

２ がんと診断された場合、その後の保険料が不要となるタイプも登場！【明治安田の学資のほけん】 

 （例）契約者30歳男性、被保険者0歳でⅠ型（月掛・口座振替扱、保険料払込期間15歳）にご加入の場合 
    従来の当社商品「こどものほけん」は、保険料払込期間を18歳として比較 

「明治安田の学資のほけん」 従来商品「こどものほけん」 

保険料 受取総額 受取率 従来比 受取率 

9,890円 200万円 112.3% 13.1ポイントアップ 99.2% 

  ○ お子さまの病気やケガ等に備えることができるシンプルな医療保険です。入院1日目からの保障に加え、入院中  

    の保険診療の対象となる手術や放射線治療について種類を問わず保障します（注） 。     

      （注）公的医療保険制度の保険給付の対象となる療養のうち、手術料または放射線治療料が算定されるものが対象です（支払事 
         由の詳細はP5～6をご参照ください）。 

～ 「お客さまにわかりやすく、安心感のある商品」の充実に向けて～ 

  明治安田生命保険相互会社（執行役社長 松尾 憲治）は、2013年1月28日から、5年ごと利差配当付こども保険

（2012）「明治安田の学資のほけん」および5年ごと利差配当付入院保険「医療のほけん」を発売します。  

  「明治安田の学資のほけん」は、従来の当社商品に比べ、受取率が大幅に向上し、効率的に教育資金をご準備で

きます。また、保険料のお払込みを教育費負担が比較的軽い期間に完了し（10歳または15歳満了） 、大学進学にあわ

せて教育資金を4回に分けて定額でお受け取りいただけるため、計画的にご活用いただけます。   

  また、従来の当社商品は、満期を迎えると医療保障特約が同時に消滅していたため、医療保障を分離（単品化）し、

入院保障や入院中の手術保障等を備えたお子さま向けの「医療のほけん」を同時に発売します。 

   今後も引き続き、「お客さまにわかりやすく、安心感のある商品」のいっそうの充実に取り組んでまいります。 

 （注）「受取総額（教育資金・満期保険金の総額）÷払込保険料総額」で算出  



443.6 

322.1 

242.5 

【明治安田の学資のほけん】 

  世帯における教育費が高止まりする一方で、世帯年収は減少し、世帯年収に占める教育費の割合は過去最高水準

で推移しています（データ①と②） 。  

  こうしたなか、多くの方がお子さまの将来の教育費負担に備え子ども保険に加入されており、日本国内の出生数約

100万人に対し、子ども保険の加入件数は毎年約60万～70万件に達しています（データ③）。 

  このような状況やお客さまのご要望をふまえ、このたび当社では、従来の当社商品に比べ、保険料に対する受取率

が高く、将来に備えて効率的に教育資金をご準備できる「明治安田の学資のほけん」を開発しました。 

  また、当社が実施した子ども保険に対する調査では、受取率以外にも「子どもの教育資金を確実に準備するため、親

ががんになった場合にも保険料の払込みを免除してほしい」とのご要望が多かったことから、ご契約者が「死亡または

当社所定の身体障がい状態となった場合」だけでなく、 「はじめて悪性新生物（がん）と診断確定された場合」にも、そ

の後の保険料のお払込みが免除となるタイプもご用意しました。   

 【医療のほけん】  

  従来の当社商品「こどものほけん」では、満期を迎えると、医療保障特約は消滅し、保障が継続できなくなっていまし

た。一方、当社調査において、お子さまの医療保障の加入目的が、「入院等による高額な医療費に備えたい」「万一の

時の治療の選択肢を広げたい」に次ぎ、「将来病気をしたら加入できなくなる」が多いことがわかりました（データ④）。  

   そこで、医療保障部分を分離（単品化）することで最長90歳まで保障継続を可能とし、さらには入院 1日目からの保

障に加え、入院中の保険診療の対象となる手術・放射線治療を保障する「医療のほけん」を開発しました。   

 

     

 

 

 

 

 

 

１．開発の背景 
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子ども保険の加入件数は、毎年約60～70万件 

＜データ③＞出生数と子ども保険加入件数 

出典：株式会社保険研究所「平成21～24年版 インシュアランス生命保険統計号」、厚生労働省 
    「平成23年（2011）人口動態統計（確定数）の概況」 
 

（万人・万件） 

世帯年収に占める教育費の割合は、過去最高水準 

＜データ①＞年収に対する教育費（在学費用）の割合 

出典：株式会社日本政策金融公庫「教育費負担の実態調査結果（国の教育ローン利用勤務者世帯）」 

（万円） 
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※在学費用：小学校以上に在学中の子供全員にかかる費用の合計 
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出生数 子ども保険加入件数 

国立大学でも約243万円、私立大学理系では約444万円 

＜データ②＞大学の入学料と授業料（4年間） 

出典：文部科学省「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」「平成22年度 私立大学 
    入学者に係る初年度学生納付金平均額（定員１人当たり）の調査結果について」 

（万円） 

＜データ④＞お子さまの医療保障の加入目的 

「高額な医療費に備えたい」「治療の選択肢を広げたい」
「将来病気をしたら加入できなくなる」といった目的が多い 

加入目的 割合 

入院等による高額な医療費に備えるため 50.6％ 

万一の時の治療の選択肢を広げるため 25.2％ 

将来病気をしたら加入できなくなるため 21.7％ 

貯蓄で備えるより保険で備えたいため 15.0％ 

※複数回答あり 
※当社調べ「子ども保険（学資保険）調査」 
  【対象者】20～44歳の男女個人で、直近1年間での「子ども保険（学資保険）」加入者 
  【サンプル数】518サンプル 
  【期間】2011年5月28日～5月29日 



 ○ お子さまが満18歳、満19歳、満20歳（注）になられた日以後、最初に到来する10月1日に「教育資金」を、保険 

   期間が満了する21歳の契約応当日に「満期保険金」をお支払いします（教育資金と満期保険金は同額）。 

 ○ 保険料払込期間は10歳満了と15歳満了の2タイプです。 

 ○ ご契約者の保険料払込免除事由に応じて、以下の2タイプからお選びいただけます。 

 

 

    

   （注）出生日が10月2日から4月1日の間にあるお子さまについては、満17歳、満18歳、満19歳。なお、満年齢である旨  
      の記載がない場合は、年齢表記は保険年齢 
 

２．商品の概要・ご契約例・保険料例等（「明治安田の学資のほけん」） 

「明治安田の学資のほけん」のポイント 
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Ⅰ型   ご契約者が死亡または所定の身体障害表の第1級・第2級の障害状態に該当したとき 

Ⅱ型 
 ご契約者が上記Ⅰ型の事由に該当したとき、または責任開始時前を含めてはじめて悪性新生物（がん） 
 と診断確定されたとき 

50万円 50万円 50万円 50万円 

▲ 
満20歳 
10/1 

▲ 
0歳 
ご加入 

保険料払込期間 

▲ 
満18歳 
10/1 

▲ 
満19歳 
10/1 

▲ 
21歳 

契約応当日 

▲ 
15歳 

契約応当日 

(１)ご契約例（契約者年齢20･30・40歳／被保険者年齢0歳） 

 こども保険（2012） 
（主契約） 

教育資金 
150万円 

（50万円×3回） 

満期保険金 50万円 

(３)保険料例（契約者年齢20･30・40歳／被保険者年齢0歳）   

契約者
年齢 

Ⅰ型 Ⅱ型 

男性（契約者） 女性（契約者） 男性（契約者） 女性（契約者） 

20歳 9,874円 9,841円 10,418円 10,399円 

30歳 9,890円 9,863円 10,456円 10,502円 

40歳 9,979円 9,914円 10,666円 10,781円 

※月掛・口座振替扱料率。保険料率は2013年1月現在 
 

教育資金 教育資金 教育資金 満期保険金 

(２)しくみ図 

保険期間 

 保険期間（被保険者）  21歳 

 保険料払込期間（被保険者）  15歳 

＜参考＞契約年齢範囲・保険期間・保険料払込期間 

契約年齢範囲 
被保険者 0～6歳（注） 

契約者 18～70歳 

保険期間（被保険者） 21歳 

保険料 
払込期間 

0～2歳 
（被保険者） 

10歳、15歳 

3～6歳 
（被保険者） 

15歳 

（注）出生前加入を取り扱います（契約日が 
   出生予定日より140日前から） 
 

※支払事由等はＰ5参照 
 

※教育資金と満期保険金をあわせた受取総額が200万円  
  となるご契約例です 
 

死亡給付金額 



３．商品の概要・ご契約例・保険料例等（「医療のほけん」） 
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 ○ お子さまが病気またはケガで入院した場合、入院1日目から入院日数に応じて給付金をお支払いします。 

 ○ 保険期間・保険料払込期間は22歳満了で、満了後は10年更新です（90歳まで更新可）。 

 ○ 「入院時手術保障特約」は、公的医療保険制度の保険給付の対象となる療養のうち、手術料または放射線治 

   療料が算定される入院中の手術および放射線治療であれば、種類を問わず給付金をお支払いします（支払事 

   由の詳細はP5～6参照）。 

 ○ 「特定損傷給付特約」は、傷害を直接の原因とする骨折や腱の断裂等の場合、給付金をお支払いします。 

入院保険（主契約）                日額 5,000円  
（入院給付金、死亡給付金）                    （死亡給付金  50,000円） 

90歳まで更新可能 
（特定損傷給付特約

は60歳まで） 

入院時手術保障特約                50,000円 

特定損傷給付特約                 50,000円 

更新 

保険期間・保険料払込期間 
（22歳で満了後10年更新） 

「医療のほけん」のポイント 
 

(１)ご契約例（被保険者年齢0～6歳） 

入院保険（主契約） 
入院給付金日額 5,000円 

死亡給付金 50,000円 

入院時手術保障特約 
入院時手術給付金 50,000円 

入院時放射線治療
給付金 

50,000円 

特定損傷給付特約 特定損傷給付金 50,000円 

 保険期間・保険料払込期間（被保険者）  22歳 

被保険
者年齢 

男の子（被保険者） 女の子（被保険者） 

0歳 1,682円 1,623円 

1歳 1,631円 1,574円 

2歳 1,621円 1,565円 

3歳 1,610円 1,555円 

4歳 1,600円 1,541円 

5歳 1,589円 1,532円 

6歳 1,579円 1,528円 

(３)保険料例（被保険者年齢0～6歳）   

※月掛・口座振替扱料率。保険料率は2013年1月現在 

(２)しくみ図   

▲ 
ご加入 

▲ 
22歳 

契約応当日 

＜参考＞契約年齢範囲・保険期間・保険料払込期間 

契約年齢範囲 
（被保険者） 

0～6歳 

保険期間・保険料 
払込期間（被保険者） 

22歳（注） 

（注）保険期間満了後は10年更新 

※支払事由等はＰ5～6参照 
 



【明治安田の学資のほけん】 

＜参考＞支払事由等 

【医療のほけん】 

（１）入院保険（主契約） 

種類 支払事由 
教育資金額・満期保険金額 

・死亡給付金額 
受取人 

教育資金 
被保険者が満18歳、満19歳および満20歳（注1）に達し
た日以後最初に到来する10月1日に生存しているとき 

基準保険金額 

契約者 

満期保険金 被保険者が保険期間満了時に生存しているとき 基準保険金額 

死亡給付金 

被保険者が保険料払込期間中に死亡したとき 死亡給付金表（注2）により計算される死亡給付金額 

被保険者が保険料払込期間満了後の保険期間中に死
亡したとき 

次のいずれか大きい方 
ア．「死亡給付金表（注2）により計算される死亡給付 
 金額」－「すでに支払事由が発生した教育資金の 
 合計額」 
イ．死亡した日の積立金相当額 

種類 支払事由 給付金額 支払限度 

入院 
給付金 

被保険者が次のすべてを満たす入院をしたとき 
１．責任開始時以後に発病した疾病または発生した傷害を直接の原
因とする入院 

２．保険期間中に開始した入院 
３．治療を目的とした入院 
４．病院または診療所への入院 
５．入院日数が１日以上の入院 

入院給付金日額×入院日数 
1回 ：  180日 
通算：1,095日 

（注） 

死亡 
給付金 

被保険者が死亡したとき 入院給付金日額×10 ― 

（注1）出生日が10月2日から4月1日の間にある被保険者については、満17歳、満18歳、満19歳で支払い 
（注2） 

              （※）保険料払込期間満了後は、契約日から保険料払込期間満了時までの年月数 
 

（注）悪性新生物（がん）・上皮内新生物の治療を直接の目的とした入院は、1回の入院および通算ともに支払限度の対象外（支払日数 
   無制限） 
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（注1）公的医療保険制度における保険給付の対象とならない自由診療や入院を伴わない外来手術・外来放射線治療等は保障対象外 
（注2）厚生労働省が定める診療報酬点数のうち、「手術料」または「放射線治療料」が算定されたもの 
（注3）入院時手術給付金および入院時放射線治療給付金は、それぞれ施術の開始日から60日の間に1回の給付を限度 
（注4）一連の治療過程につき1回（初回施術日）のみ診療報酬点数が算定される手術および放射線治療については、第1回目のみ支払い 
（注5）入院時放射線治療給付金において、「血液照射」は保障対象外 

（２）入院時手術保障特約 
種類 支払事由 給付金額 支払限度 

入院時 
手術 
給付金 

被保険者が次のすべてを満たす手術を受けたとき 
１．この特約の責任開始時以後に発病した疾病または発生した傷害を直接の原因とする手術 
２．この特約の保険期間中に受けた手術 
３．治療を直接の目的とした手術 
４．病院または診療所における手術 
５．入院日数が1日以上の入院中に受けた手術（注1､2） 
６．手術の直接の原因が入院の原因と同一 
７．公的医療保険制度における保険給付の対象となる手術（注1､2） 

基準 
給付金額 
（5万円） 
（注3､4） 

なし 

入院時 
放射線
治療 
給付金 

被保険者が次のすべてを満たす放射線治療を受けたとき 
１．この特約の責任開始時以後に発病した疾病または発生した傷害を直接の原因とする放射線治療 
２．この特約の保険期間中に受けた放射線治療 
３．治療を直接の目的とした放射線治療 
４．病院または診療所における放射線治療 
５．入院日数が1日以上の入院中に受けた放射線治療（注1､2､5） 
６．放射線治療の直接の原因が入院の原因と同一 
７．公的医療保険制度における保険給付の対象となる放射線治療（注1､2､5） 

基準 
給付金額 
（5万円） 
（注3､4） 

なし 

（一般の保険料率による基準保険金額に対応する月掛保険料）×（経過年月数）（※） 



＜参考＞支払事由等 

（３）特定損傷給付特約 

種類 支払事由 給付金額 支払限度 

特定損傷
給付金 

被保険者が次のすべてを満たす治療を受けたとき 
１．この特約の責任開始時以後に発生した不慮の事故を直接の原因とする次のいずれかの
損傷（特定損傷）に対する治療であること 

   ａ．骨折 ｂ．関節脱臼 ｃ．腱の断裂 ｄ．熱傷 ｅ．永久歯の喪失 
２．不慮の事故の日から180日以内のこの特約の保険期間中の特定損傷に対する治療であ
ること 

３．病院または診療所における特定損傷に対する治療であること 

特定損傷 
給付金額 
（5、10万円） 

支払回数
を通算し
て10回分 
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このニュースリリースは保険募集を目的としたものではありません。詳細は、商品発売以降、「商品パンフレット」等

でご確認ください。 

上記は支払事由の全てを表示したものではありません。詳しくは「商品パンフレット」等でご確認ください。 

  

【しくみ】 
 ・当社のこども保険の保有契約件数※に応じた金額を、毎年、公益社団法人日本助産師会に寄付し、 
  同会より助産師をめざす学生に支給するもの 

  ※対象保険商品と奨学金支給人数 
   「明治安田の学資のほけん」および、これまでに当社が販売したすべての「こども保険」の 
   毎年度の保有契約件数（有効中のご契約）3万件につき、助産師学生1人に奨学金を支給 

 
【これまでの実績】 
 ・2010年度以来、助産師をめざす学生計45人に奨学金を支給（寄付総額は1,378万円） 
 
  ◆ この「Hello！Baby 奨学金プログラム」は、経済産業省後援の「キッズデザイン賞（2011年）」において、 
   “子どもたちを産み育てやすいデザイン”と認められ、「優秀賞（ソーシャルキッズサポート部門）キッズ 
    デザイン協議会 会長賞」を受賞しました。 

 明治安田生命では、社会貢献活動「子どもの明日 応援プロジェクト」
の一環として、「Hello! Baby 奨学金プログラム」を実施しています。 

 このプログラムは、少子化がいっそう進展するなか、産科医療スタッ
フの確保が大きな課題となっている状況を鑑み、当社のこども保険の保
有契約件数に応じた金額を、毎年、公益社団法人日本助産師会を通じて、
助産師をめざす学生のみなさんに奨学金として寄贈する取組みです。 

   保険本業を通じたCSRの取組みとして、この奨学金プログラムを通じ、
ひとりでも多くの助産師が誕生することにより、より安心で安全な出産
ができる環境づくりに貢献していきたいと考えています。 
 

            こども保険の保有契約件数に連動したＣＳＲ・社会貢献活動 

      助産師育成支援「Ｈeｌlo! Baby 奨学金プログラム」について 


